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博物館の世界の入り回、
展示塁に行つてみよう!

●
選葉文柄鶴
18世紀後半～19世紀前半っ「蓬茉」とは中国の伝説上

の理想郷を指しており、援亀 松竹といつた模様と組み合

わさり吉祥文(おめでたい模様)を構成しています 「酷み

返し」と呼はれる簡易な製造法を用いて作られた大量生

産品で 江戸時代の庶民か普段用いていたものてす

詳しくは展示をご覧下さい!
今■292c巾Ⅲヽ 1370,8世1己イと半‐19世ヤP前半
即] 大コレク,  十 A 1 3 5 を 1

博物館の一年をふりかえつて
博物館長退職のこあいさつ

2005年 度特別展

「江戸時代の大名」準備速報

収 蔵 室 か ら  神 子柴型石報 縄支時代車創期)

展示のお知らせ
明大コレクションNo 4「江戸時代の蓬莱柄鏡」
写真展「明大考古学の過去と現在」

「エムツー」カタログ

来た。見た。聞いた明治大学博物館

博物館友の会から



博物館の世界の入り日、
展示室に行ってみよう1
皆さん、明治大学の中にガイドブックや新聞でも取り上げられる様なユニークな博物館があるつて知つていましたか?

「大学の中に博物館?!」「大学の博物館なんて難しそう」そう思つたあなた、百間は一見にしかす。

アカデミー・コモンの地下に足を運んでみてください。常設展示室は無料、さらに土日も開館しています。
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仰 物館の一年をふりかえって 一 退職のごあいさつ

小晴先生の最終議義にはや物鑓友の会の会員も出席し先生に花東を増呈しました

[館 長] 尚
うららかななの!|えiしかよみか

えってきましたⅢ博物!|のあるア
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2005年度の1+別とtでは、日向|コ延岡で幕末を向かえた大名「内藤家」

を取りにげ、武 [であり、治riであり、文化人であった江アⅢやf代の大名の

姿を摘きます 今“対は、神|ド部判力判文代する内体家や内は家が汁)めた

慨|」の=!Fを,!iき留めた「内憾家文,中Jと、内は1せ念館(//r Ylけ)ヵJtthHt

する甲再や能面などの大名道具を打1み合わせて展ホを行います。ff崎

県延岡市に大切に保rfされている勺藤家の大名道具を木,tでl14解す

るのは初の試みです.

現在、印物館では2005年10月の特別展開体に向けて,1 と々準‖iが

進んでいます.2004年6'1、10月には当館学去ケミが延岡人して現地調fL

を行い、11月には博物鮎スタンフと内藤記念館 クロ1デイリー新聞社 本

学教職員 博物館友の会からなる企ば1委員会を開催しました1

皆様にすばらしい展ホ会をご提供できる事と思います〔ごlul作くださt ハヽ 2004年 11月特別展企画委員会

ン 耳室から

神子柴型石斧
(縄文時代草創期)
今Ⅲl十‖介するlll‖は 糾 r14t l!ィi,と‖予十まれる‖してH十代中仲円|のイ十件です 寸il rl‖は

去蚊叶叫[局イト造谷でH‖和244i(194911)に‖‖人|卜と立て‖えの分 ローン、11,をれ,り返した

ところイi器が発,せされ、川 |■,共氏によって川J(されました ,1う力ちtよ十1も11なかったようで

おそらく'1lJ!でその場"iに逆されたものた ったのでしょう そげ)後 199911にⅢl付に1年叫十され

ました‐

熙色,〔,liけせて令使26 Scm、巾18 8cm、いさ4 1cnl、子さ1110gと||「て11つには少々ⅢFの

はる、■1:感のあるイi/rです イi/rの若材となった巧〔イiを 表えⅢ町miから11ち杵」わった後

剤Jかなl Ll性によって雄キド(ち'す〔 til)から】片す(ヤガ〔ド|;)にかけて Pl側にカーブを肘くよ

うな擁形に11 Ltずられています 1+に'【【キLとllキL!よ|IR[加 11されており川夕こ対する“ヽい
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次城県鹿島郡造谷

(豪面)

長野県南箕輪町神子柴遺跡

(表面)

神 r柴型石作は長野叫市装愉刑「神子柴遺跡で1958年に最初に発見されました。右斧と

ともに大形の村1子柴型突頭器やイi刃、luK体や川夕路といった道具類が 直(13mほどのil形

に配置されるように出上し、多くの研究者の関心を呼びました,その後、類例のI Fj加1により、

iに 東北地方から1増束Ⅲ卜部地方に力Wすて分布している事が分かってきました.こうした神

r柴 文化の道lVl寸よ、イ「斧やイ「怜といった道具ばかりが成されている場合がほとんどで、1ロイ「

/f時代のようにイ千器を作るなに11じたイiくすが イヤに出 にすることはまれです.これらの道

朗1こついては住属力上やlP納遺構(デボ)、然i[といったll な々と,せがlhされています―神 r

柴文化のli器は L!を器時代から縦文時代へと移り変わっていく過た用|になされたのです

が 現イFではその出rに ついて、北方からの】E入説と日木クJ内での白4L説の
~つ
の意兄か
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卜
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みなさんも 度 考えてみてくださモヽロ
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Xなお ,卜,1″舟‖F 報々告ど"|サナでは川卜氏のlr)iをもとに

‖1に地を地Iも‖!卜大Hとしましたかその後lLH↓‖!進Fr"tl
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亀ぬ出恩明大コレクションNo。4

「江戸時代の蓬莱柄鏡」展示中!|
[場所]アカデミーコモン地下1附rtB治大学博物館ロビー

[期間]2005年2)1lH(火)～4)128日(本)

り1治大 r‐■1物魚1では 約90山iにも及ぶ党のコレクションを所茂していますが、

今卜JはP,午にちなみ、近‖L銑のなかでもツルが多く1品かれると ■(ほうらい)丈

のll比をFlめました:進米文とは、lf代Ⅲ Ⅲの忠社にある■恕 11の 1のひとつ「迷

米 IJを1高いたもので それは、はるか,t方に,子か′S 1ヽ的人の十1むI↓で 不を不夕し

の生がなるPl想ケいとされています i「,f‖十1(後卿|に銃の文llか11「子十々 様 (おめ

でたい図il)でlfめらオとるようになると、その1(本として多く川いら'とました れ打鈍

の|りよま 仲1中!なちせ4として1問いらオ1ごきた銃か 1常 |||!←へと役f刊を変えた人

きなは換四1を示すと考えられています その影 1判れ打にこめられたと叫くを 常i控ルせ

ホ年の弥1■Fftt時代の銃とぜひよヒベてみてくださtヽ

ヽ
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写真展『明大考古学の過去と現在』のおしらせ

来た。見た。聞いた 明治大学博物館

資料写真掲載

●資料掲載〔「日露旅順口海戦帝国軍大勝利万才Jl【ギロチン】

『まるごとわかる3651ものしりF「「IJ(ll)|1本田1,センター

0資料掲載【「二重県暴徒一覧Jl『迦刊 ビジ=とアル 本のIl史!

(増櫛l14)第46),(株)デアゴスティーニ ジャ′ウ

0資 料掲載【「会津若松戦争之図」】

F/HH川 1本 の川1並みJ悌18巻[会'|](株)十‖“チ「先1に

O資 料掲載【「桑橋村宗門御改帳J(天明八年二月)他計2点】

『八千代Ⅲのはた 資 本‖袖『 近 世N‖ツ(千代Ⅲ教育容,tとヽ

0資 料掲載【「江川隼人重傷を負′S、明治元戊辰 武蔵下補両国

之鎮撫」】「裕利JWr史 適 史布f 近代 うと代‖裕和‖|

0資 料掲載【「万覚書J(天保13年11月26日、1内藤家文書|)他

計3点】F九州保健hittL大学r)F究把要Jブし州保他打f和に大学

0資 料掲載【「甲州北山筋羽黒村御検地水帳」(貞享元年)】

ltllttt l近|を 本欺十史J(11)'て't ttt4!1‖て公

0資 料掲載【「今川仮名目録J】

F週川ビジュアル|1本の合状‖(株)i性1衣“に

O資料掲載【「白州の図」「遠嶋出船の図J(‖徳川勲行刑事図譜!)】
′1 十ヽftt r F,,,fθ)材こ,「に(ll)‖えIL千上

0資 料掲載【ニュルシベルクの鉄の処女】『別‖|ほ史十北本「ヨーロ

ン′` 「‖とヒロインの1 7triJ』(株)新人4勿(L来社

0資 料掲載【二重石精(茨城県舟塚古墳出土)】

『季刊 考 十町学』第90'す(株)At 怯i

O資 料掲載【連孤文重形土器(福島県南御山遺跡)】

『油と器』(イr)海弓“L

O資 料掲載〔ナイフ形石器(群馬県岩宿遺跡)他計2点〕

『lllもの歴史』(株)束京法令出llk

O資 料掲載〔岩宿出上の握槌 他計8点】

井上光虫 政 版 FI本のllt史を1な (株)中央公論新lL

O資料掲載【試掘調査風景写真(群馬県岩宿遺跡)】

『北 IJ口「史』(通史縮)北L‖r

O資 料掲載〔上f「l(岩手県雨滝遺跡)1【片日付土器(秋田県大

湯遺跡)】岡本敏子『岡本太郎の遊ぶ心』(株)前談IL

①資料掲載【岩宿遺跡試掘現場l『進情 桐澤忠洋-1994年9

サ]11日この「|に歴史が動いた』相澤忠洋占じ念針

〇資料掲載【0発掘風景(青森県金木遺跡)つ遠景(群馬県武井

遺跡)】Fttr7の遺跡』第1巻 |を毛新聞社1町版局

【 一 般 】

〔Jヽ中学校】

【高等学校】

【 大 学 】

●資料放映【生類隣み令】フジテレビ4t木口す代劇特rl企画F徳川

‖‖ 丁 イズとい子trォとたリサ1 2004fF112'1281

●資料放映【「碑刑取片附の図」(「徳川幕府刑事図譜J)】

テレビ穴方f「たの1:人たちJ2005年1,11511

●資料放映【伊豆石 他 計5点】テレビ東京 所さんsおすぎの1キ

大なるトホホ人物はJ2005年2)1111

●資料放映〔尖底土器(神奈川県夏島貝塚)】【釣針(神奈川県
夏島貝塚)】フジテレビ「1也球45はliの奇跡HJ

6月3日から開講される第37同考占学ゼミナール「明大考rr学の過ムと現れJrょ、

開設55周乍を迎えた明大考ドi学,F究宮の歩みをたどりながら、明大考どF学の最

先端を紹介する全5講義の博物館公l■l講座です。これにあわせて「,物鯨では

写真展 F明大考古学の過去と現在Jを開催しますc戦後考古学をリードしたた柄

調査の与!東や
｀
lHすの允れr記録をはじめ いまり1大を lf学力出取り組んでいるたれf

調査の成果などを紺介しますⅢ

なお、そ古学セミナールコ明大考 〔f学の過去と,せイIJは、妥縦生を,I味Ⅲです

こ十しくはり′`テ十アカデミー200511前lgi総合々内(卜JⅢれ'jTe1 03-3296-4423)

をご比くださいⅢ

写真展『明大考古学の過去と現在』

[会期]2005年6月1日(水)～働J30日(本)けH抑醐にてぃま,Ⅲ

[会場]特別展示年

[時間]1は00～1住30(入場1800まで)

ニュルンベルクの鉄の処女

館紹介等の取材。撮影・掲載衛聞・雑誌)

◆掲載【明治大学博物館】

『アニメージュl徳問書店2004年12)1lll i

◆掲載【明治大学博物館】

『kanzincカムジン』1月号サンケイスポーツカムジン編集子「

20054Fl月8日

◆掲載【明治大学博物館】

『月コ|ミュゼ』68号 (株)アムプロモーション2005年1月15日

◆掲載【明治大学博物館】

『産経新聞J「こだわりの旅J産業新FHB社2005年2月11日

◆掲載【明治大学博物館】

隅nf o東京 2 0 0 5年版』(株)昭文社 20 0 5年2月2 0日

ミュージアムショップ「エムツーJで販売しているグッズ を紹介するこのコーナー.

第3弾は、オリジナルストラツプ をご紹介します‐

右端の変わったかたちのストランブ1ま、十子を模したもの.平たい十fは 、僧侶が

読経や説法をする際に持っていたものとか。ちょっと夜わったものが好きな方に

ぜひオススメです!車製の博物館ロゴ入リストラッブは4色からご用意しています.

気に入った色を選んで、鞄や携常につけてみて|

読売日本文化センター「江戸東京ぶらり散歩」(59名)/松 戸市立博物館友の会 (40名)/歴 史見て歩き同好会 (24名)

/多 元的古代研究会/関 東(25名)/中 国河北省教育視察団(12名)/財 団法人東京都埋蔵文化財センター(17名)

/共 立国際交流奨学財団(11名)/市 川市立市川考古博物館 (20名)

川崎市立下布田小学校 (15名)

長崎県立西陵高校 (4名)/福 岡県立伝習館高校(10名)

明治学院大学芸術学科 (25名)/文 学部気賀澤ゼミ文化継承論(17名)/

韓国建陽大学 (5名)/政 治経済学部渡ゼミ(30名)

「神奈川県ヨ島貝塚の発掘H950年 J

「エムッー」カタログ

価格630円～



●

友の会研究会・

分科会活動について
博4勿13f の々公は、市irrのをrf■い物十Ⅲl女の会がを1「学中物|■の公開討川|の

参加|その中から、い物舟1という場でよけrt‖を深めたいという要望から友の公が発

足したので 会け1のドけ6的な学‖活Fllを1せも大Jfなrf動としてきました 和t村'的な

7r動としては、1992年31‖二「術形側〃十何F坑公Jを,支明りに、その後、1994年311に

たい物角イ■材k神 出Ⅲ化ltル掛r務1こ1),付と先生を1占的ドとして「lf 苫々石)F究会Jが

ir動け‖ィl、ぅとれは名tiが「lf文F:を十北む会Jとす4イメ)ましたが,岳動を相|れをして( まヽ

,‐どにホたき「イ「‖1文化1,十究とヽJ「ぢ小liて化何F究会Jか活動を,l  l l )します=さらrこ

商品い物舟1の特別とせに協力したなの会会サtらが「仏統 によのとヽJをスタ
ートさせ ||■|,1″子Ⅲl所歳☆料を,千用する「後|をに史|‖

を1″tえる会Jも子6忙しました

各打チF先公ともに、参lJ I作によるドl ii的な運,1を)11本としており、「,物向|からも'L な々ご支援をえて 巾il_(1ヽ,活動を展け‖しております,

各会ともわ川の定1'1市ナF先会の他に、公ltによる打チ「売発表会、フィールトワークやレせ■会 IⅢlのPl外からi‖仰を171いて,‖く1市浪会など

があり、さらに|ギ物魚11ては資料の性P‖への協ブJも行っております

現イFttrlしてぃる1),究会は次の道りです

「石器文化研究会」、「弥生文化研究会」、「古文書を読む会」、「平成内藤家文書研究会」、「工芸の会」。

各“,「究会のi卜冊‖な活動については、今後このltでお角らせてきると思います また

各何F究会への参加|、また、うとイtirirlJしている前F先公と共なる新たな分り子の刊F先公を

立ちにげたいご希理がありましたら 々の会までご連絡 ドさい

(り1治大学|い物的1夜のをヽ 昧 野 ド治)

|   ●

【博物館友の会連絡先】
〒1018301千代田区神田駿河台1司

明治大学博物館 友 の会宛

【開館情報】

休 館

観 覧 料

・・→~~【 図書室こ利用案内】_■

10100～1住30(人魚11位00まで)

8/27 2811

要即1休米 |(8/10～8/16)

冬季休業H(12/2 6～1/7)

百手F受七t'lt米‖

特別ルtはイr料の場合があります

開室時間 |卜金  1 0 , 0 0～1 8 : 3 0

( 8 9 2 3 1 1は1 0 : 0 0～1 6モ30 )

火～木 1位00～1住30

11     10100クヽ12:30

1 illl神こ「卜人宇が定める休11
x ttnl口十ド‖休nillには劣空の場合があります

閉 室 国

米図,i牛:はどなたでもご和1川いただけます

米lti lはい1叫ドJ比 ヨヒーのみとなりますのでごrホくださぃ

… に 日

□|

ME」 ■|□
UHiVERSi■ | さ=宣LFt
hUSEUM

□‐

□
羽前
日

口

後

ロ

中
傭
中

■交通機関

JR御 茶ノ水駅 1中央椋十"う徒歩5分

地下鉄441茶ノ水駅 1丸の内l11,ら住歩8分

地下鉄新制～ 水駅 |千lt国練 |わら往i3分

地下鉄神保町新 1者1宮新宿|,半 蔵Pl報十うち往歩)0分

施設案内 (81)

図書雪

■体験享習室

博物館数室

ミューシアム ラコ″ブ

特別展示室

大学史展示室

肺
す■物館b〕 tT日の斉を迎えました十よリー属元貫した博吻館にrrjるように少しすつ しかし着実に歩みを進

めたいとをいます (ヒヒ).=年 の吾号のlF隻を思い出して 感W深 くなる今回この慎です (夕)。資1判こ対ヨ

る幅広しヽ知識の必要 +i感 じました.課語は 埴 み Ⅲ にりまヨ (い一た)


